

































































































































































































































































































（1） 5時42分 （2） 6時11分 （3） 6時12分
（4）  6時45分 （5）　6時46分 （6）　6時47分
豊田　　久：東アジア文化の中から見た……鳥取における「湖山長者」の伝説について 299
注
（1）　本稿については、鳥取大学の受業であった、私が指導して2年生の学生と一緒に…調査した報告書、
石倉朋恵「東アジア文化から見た現代に語られる湖山長者」、植木佳那、西村百代、船塚彩香「東
アジア文化から見た現代に語られる湖山長者（2）」地域文化調査報告書（地域学部地域文化学科）、
2008年、2007年、を合わせご覧下さい。
（2）　小泉友賢『因幡民談記』1688年頃（因伯叢書版）。
（3）　柳田国男「日を招く話」『妹の力』創元社、1940年、所収、157頁（『柳田国男集第九巻』筑摩書房、
1969年）。
（4）　富田登「民間説話と現代ー長者の死」大林太良編『民話説話の研究』同朋社、1987年、所収、
86～87頁。同氏「1、日読みの思想ー神話と習俗」相良享、尾藤正英、秋山虔編『講座、日本思
想4時間』東京大学出版会、1984年、所収、など参照。
（5）　大野俊『国語上』魯語下の条、新釈漢文大系、66、明治書院、1975年。
（6）　注（5）に同じ。
（7）　赤塚忠「殷王朝における「 」の祭祀」同氏『中国古代の宗教と文化－殷王朝の祭祀－』研文社、
1990年、所収、158頁など（原論分は「殷王朝における の祭祀と中国における山岳信仰の特質（一）」
日本甲骨学会『甲骨学』第六号、1958年）、豊田久「成周王朝の君主とその位相－豊かさと安寧－」
水林彪、金子修一、渡辺節夫編『比較歴史学大系1、王権のコスモロジー』弘文堂、1998年、所
収、同「成周王朝と「上下」考（上）－「上下の匍有」と「豊年」－」鳥取大学教育学部研究報告（人
文・社会科学）第43巻第1号、1992年、など参照。
（8）　王永波「成山玉器與日主祭－兼論太陽神崇拝的有関問題」文物1993年第1期、など参照。
（9）　林已奈夫「所謂饕餮紋は何を表はしたものか－同時代資料による論證－」東方学報、第五十六冊、
1984年、42～43頁、同氏「第4章、中国古代の遺物に表はされた「気」の圖像的表現」同氏『中
国古玉の研究』吉川弘文館、1991年、所収、主に288，295，340頁、など参照。太陽神について、
池沢優「中国の太陽（神）祭祀の諸類型－太陽の象徴と象徴としての太陽－」松村一夫、渡辺和
子編『宗教史学論叢7、太陽神の研究、上卷』リトン、2002年、所収、大林太良「第一章、太陽
と火」『日本民族文化体系2、太陽と月－古代人の宇宙観と死生観－』小学館、1983年、所収、な
ど参照。
（10）…安陪恭庵『因幡志』1795年（因伯叢書版）、覚深『因州　摩尼寺縁起』（鳥取県立図書館蔵）1683年成。
（11）…田中新二郎『因幡の摩尼寺』鳥取民族研究会、1958年。
（12）…注（10）に同じ。
（13）…平川南「第一章、「王」「大王」から「天皇」、「倭」から「日本」」同氏『日本の歴史二、日本の原
像』小学館、2008年、など参照。　
（14）…松丸道雄「殷神の観念世界」『シンポジウム、中国古文字と殷周文化－甲骨文・金文をめぐって－』
東方書店、1989年、所収、など参照。
（15）…林已奈夫「帝舜考」日本甲骨学会『甲骨学』第十号、1963年、など参照。
（16）…清、郝懿行撰『山海経箋疏』芸文印書館、袁珂校注『山海経校注』上海古籍出版社、1980年、
前野直彬『全釈漢文大系33、山海経・列仙伝』集英社、1975年、など参照。
（17）…坂本太郎、家永三郎、井上光貞、大野晋校注『日本書紀、上』第四段の条、岩波書店1967年、など。
（18）…靳之林「第一章、人類の植物崇拝と中国の生命の樹」同氏『中国の生命の樹』言叢社、1998年、
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曽布川寛『崑崙山への昇仙』中央公論社、1981年、など参照。
（19）…白川静『字統』平凡社、1984年、「時」の条（新訂本、2004年）。
（20）…豊田久「成周王朝と「賓」（2）－甲骨文に見える賓（… …）について－」鳥取大学教育学部研究報告（人
文社会科学）第44巻第1号、1993年、など参照。
（21）…楊樹達「甲骨文中之四方風名與神名」同氏『積微居甲文説』1954年、52…～57頁、赤塚忠「五、
中国古代における風の信仰と五行説」同氏『赤塚忠著作集一、中国古代文化史』研文社、1988年、
所収、402～403頁（原論文は、創立百周年記念『二松学舎大学論集』中国文学編、1977年、所収）、
など参照。
（22）…白川静『字統』平凡社、1984年、「力」の条（新訂本、2004年）。
（23）…注（21）に同じ、赤塚氏は、397～408頁、など参照。
（24）…池田末利『全釈漢文大系11　尚書』堯典の条、集英社、1976年。
（25）…注（11）に同じ。
（2010年10月6日受付、2010年10月15日受理）
